
◆企 画 名  2022 年度第 1 回 集え本好き！読書交流会 
日  程  2022 年 6 月 24 日（金）14:50～15:55 
場  所  総合図書館 ワークショップ・エリア 
参加者数  5 名（ピア・サポータ 1 名、研修生 3 名、一般学生 1 名） 
 

目  的 

この交流会の目的は、学年・学部を問わず「読書」という共通の趣味を通し、参加者同

士がコミュニケーションをとることで、参加者の視野を広げ、未知の本との出会いの場と

することである。また、この交流会を通して本への興味を深め、図書館利用を促進する。 

内  容 

 【スケジュール】 
 14:50 開会 
 15:00 自己紹介 
 15:05 アイスブレイク 
 15:15 おすすめ本紹介 
 15:25 フリートーク 
 15:55 閉会 
 
参加者自身におすすめの本を持ち寄ってもらい、各自でそのおすすめの本を紹介し合う。 

本紹介の前に「自己紹介」および「アイスブレイク」としてあらすじゲームを行った。そ

の後にフリートークを予定していたが、おすすめ本紹介の時間を確保するため、フリート

ークは実施しなかった。最後に、Google フォームを通じて参加者アンケートの回答をお願

いし、終了した。 
効  果 

 一般参加者（1 名）は、インフォメーションシステムのお知らせからこの企画を知った

とのことで、アンケートの「どのような内容に期待して参加しましたか？」という質問で

は、「人と交流するため」「新たな本のジャンルを開拓するため」という選択肢にチェック

が入った。「この企画によって新しい本のジャンルに挑戦しようと思いましたか？」という

質問には、「挑戦しようと思った」と回答があったため、その期待には応えられたといえる。

また、読書交流会を経て未知の本との出会いをするという目的が達成できたほか、参加者

同士で今後読みたい本を共有できたため、今後の図書館利用の促進につながったと考えら

れる。  
改 善 点 

 アンケートでは、実施時間については短いとの回答があった。実際、本の紹介時間(1 人

2 冊)とアイスブレイクの回答に長く時間を使いすぎたため、質問する時間やフリートーク

をする時間がなかった。参加人数が少なかったことから宣伝を強化したいので、多種多様

な宣伝媒体を活用していきたい。参加者アンケートの「この企画をどこで知りましたか？」

という質問で、複数回答可にしていなかったため、ポスターにどのくらい宣伝効果があっ

たのか確認できなかった。次からは複数回答できるようにしたい。また、時間の適切さや

満足度を尋ねる質問の答えに対し、その理由を記述する欄を設けていなかったため、なぜ

そう感じたのかを把握できなかった。 
感  想 

 一般参加者の本に対する情熱が感じられた。主体的に参加してくれたため滑らかに進行

できた。おすすめ本紹介やアイスブレイクが想像以上に盛り上がり、交流を深めることが



できた。各人が今後 1 番読みたいと思った本を選んだところはばらけたため、それぞれの

本に多くの人が魅力を感じることができたと考えられる。また、普段読まないジャンルの

本を知れたのは、未知の本との出会いの場を提供するという目的を達成することに繋がっ

た。全体を通してこの読書交流会の企画は成功であったと感じられる。 
 


